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痴漢事犯対策の更なる推進について（通達） 

 

  令和５年３月30日に開催された痴漢対策に関する関係府省連絡会議において、別添「痴

漢撲滅に向けた政策パッケージ」（以下「パッケージ」という。）が決定され、痴漢対策

を進める上での基本認識が示されるとともに、痴漢対策に関して警察庁を含む関係省庁に

おいて今後実施すべき取組が取りまとめられた。 

  各所属にあっては、パッケージの趣旨及びその内容を踏まえ、次のとおり痴漢事犯の撲

滅に向けた対策を強力に推進されたい。 

 

１ 体制の整備 

(1) 痴漢事犯対策統括官の指定 

痴漢事犯対策統括官には、生活安全部人身安全対策課子供女性安全安心対策室長を  

指定する。 

(2) 痴漢事犯対策統括官の任務 

   痴漢事犯対策統括官は、次に掲げる任務を行うものとする。 

  ア 痴漢事犯の発生実態の分析の統括 

  イ 痴漢事犯の取締りの統括 

  ウ 警察署における痴漢事犯捜査の適切な実施を確保するための指揮、指導、調整等 

  エ 痴漢事犯対策に関する教養の統括 

  オ 痴漢被害防止に係る広報・啓発活動、相談窓口の周知等の統括 

  カ 関係機関との連携の統括 

  キ その他痴漢事犯対策を適切に推進するために必要な事項 

２ 取締りの強化 

  管内の痴漢事犯の発生実態を的確に分析し、被害が多発する場所、路線及び時間帯を

中心によう撃捜査・私服警戒を強化するなど重点的な取締りをより一層強化するこ

と。また、同行警乗による取締り、必要に応じた捜査員の集中運用などを積極的に行

うことで、現行犯的な検挙に重点を置いた施策を推進すること。 

  平素から鉄道事業者に対し、事件発生時の迅速な通報はもとより、被疑者、目撃者等

の確保、目撃者及び逮捕協力者を留め置きできない場合の連絡先の確認等について協

力を要請するなど捜査活動への協力体制を構築すること。 

３ 証拠保全の徹底 

  痴漢事犯は、目撃者の供述を得ることや物的証拠を確保することが困難であることか



 

 

ら、被疑者を検挙し事案の真相を明らかにするためには、早期に証拠保全を図ること

が重要である。 

  そのため、認知時は、早期の現場臨場による目撃者の確保、実況見分の実施等の証拠

保全を徹底するとともに、供述の裏付け捜査、防犯カメラ映像や微物等の客観的証拠

の収集及び鑑定等を確実に実施すること。 

４ 捜査における被害者の負担軽減 

  被害者が事情聴取等の手続において受ける精神的、時間的負担を少しでも軽減するよ

うに取り組み、「二次的被害」を防止することが重要である。 

  そこで、捜査における被害者の負担を軽減し、「二次的被害」を防止するため、「捜

査員のための被害者等対応要領の制定について」（平成30年３月７日付け警察本部長通

達）に則り適切な対応に努めるとともに、特に以下の事項を徹底すること。 

(1) 警察における捜査の流れの周知 

   被害者が痴漢被害を申告しやすい環境を整備する観点から、警察に被害の届出をし

た後の警察における捜査の流れについて周知すること。 

   被害の届出を受理する際には、被害者に対し各手続の必要性を丁寧に説明するこ

と。 

(2) 被害者の呼出しにおける留意事項 

   警察が被害者を呼び出すことにより、被害者は日常生活に影響を受けることを常に

念頭に置き、被害者の精神的、物理的負担を少しでも軽減するよう配慮しなければな

らない。 

   被害者の協力が必要な場合は、時間や場所の選定に、可能な限り被害者の都合を考

慮し、その意向を尊重するとともに、呼出しの目的を明確に説明し、呼出しの時間・

場所及び担当者を確実に伝達すること。 

(3) 事情聴取を行う捜査員の適切な選定 

   被害の届出を受理する際には、対応する捜査員の性別に関する希望を確認するこ

と。 

   被害者が、自らの被害状況を再び想起することは、極めて大きな精神的負担を伴う

ものであることから、複数の捜査員が同じ事項を繰り返し聴取することのないよう、

担当捜査員を指定するなどして必要最小限の回数で聴取するよう努めること。 

(4) 事情聴取における留意事項 

   被害者への事情聴取に際しては、適切な聴取場所を選定するなど、被害者のプライ

バシーを確保して行うこと。 

   被害者の服装等に関する不用意な言動その他被害者側に落ち度があったのではない

かなどと捉えられかねない言動は厳に慎むこと。 

(5) 実況見分等における留意事項 

   痴漢事犯捜査において、被害状況を明らかにするために、実況見分等を実施する場

合があるが、被害者にとって、被害に遭った現場を確認したり、被害時の状況を説明

したりすることは、大きな精神的負担を伴う。そのため、実況見分等を実施する場合

には、その必要性を被害者に丁寧に説明するとともに、被害者のプライバシーの保護

や被害者の体調等に十分配意して行うこと。 

   被害者を立会人とした再現見分の実施の要否や実施範囲の判断に当たっては、被害

者の精神的負担の軽減や二次的被害の防止にも配意し、その必要性の有無や再現を実

施する場面等について十分に検討すること。 

   また、再現見分の実施に当たっては、警察官等が被害者の代役となって実施するこ




